
斤
庖

油
屋
熊
八
翁
を
偲
び

　
　
　
毎
年
、
宇
和
島
へ
墓
参

編
　
　
集
　
　
部

　
風
雨
が
や
ん
で
、
日
本
経
済
に
ど
う
や
ら
薄
目
が
差
し
始
め
た
か
に

見
え
る
。
バ
ブ
ル
期
の
昂
揚
と
、
そ
の
後
の
失
意
。
半
世
紀
前
に
は
歴

史
的
現
実
の
「
敗
戦
」
、
そ
し
て
戦
後
の
復
興
が
あ
っ
た
。

　
幾
度
も
の
荒
波
の
中
で
、
私
た
ち
の
故
郷
・
泉
都
別
府
に
ど
ん
な
こ

と
が
起
き
、
何
か
ど
う
変
っ
た
の
か
Ｉ

　
湯
の
町
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
経
営
者
た
ち
は
耳
目
を
疑
っ
た
。
新
装

な
っ
て
再
開
し
た
老
舗
「
亀
の
井
ホ
テ
ル
」
の
夕
暮
れ
時
の
フ
ロ
ン

ト
、
そ
こ
に
は
数
人
の
若
い
女
性
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
四
、
五
十
人
の
団

体
、
そ
れ
に
二
股
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
…
…
。

　
そ
の
運
営
方
式
と
き
た
ら
、
戦
前
以
来
の
湯
の
町
の
常
識
と
ま
る

で
逆
で
あ
る
。
客
が
着
い
て
も
出
迎
え
な
い
。
荷
物
も
運
ば
な
い
。
食

事
も
部
屋
出
し
は
せ
ず
、
畳
の
宴
会
場
も
無
い
。
だ
か
ら
仲
居
も
居
な

い
。
部
屋
は
シ
ン
グ
ル
が
基
本
、
サ
ー
ビ
ス
料
も
徴
収
し
な
い
、
と
か
。

　
同
ホ
テ
ル
の
大
株
主
は
レ
ス
ト
ラ
ン
・
チ
ェ
ー
ン
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
」

（
本
社
大
分
市
、
西
日
本
を
中
心
に
五
七
〇
余
店
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
レ

ス
ト
ラ
ン
経
営
）
で
、
徹
底
的
な
低
コ
ス
ト
戦
略
を
打
ち
出
し
て
数

年
前
に
出
店
し
た
。
「
一
時
は
沸
か
し
湯
に
す
る
案
も
出
た
の
で
す
よ
」

と
い
う
大
浴
場
だ
け
が
、
か
ろ
う
じ
て
戦
前
の
湯
の
町
の
面
影
を
と
ど

め
て
い
る
…
…
。

　
こ
の
ホ
テ
ル
の
創
業
者
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
別
府
温
泉
発
展
の

父
、
恩
人
と
慕
わ
れ
る
油
屋
熊
八
翁
そ
の
人
で
あ
る
。

　
翁
が
今
日
生
き
て
い
た
ら
、
こ
の
経
営
振
り
を
見
て
嘆
き
悲
し
む
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
と
も
、
時
代
を
先
取
り
し
た
と
し
て
拍
手
喝

采
を
お
く
る
で
あ
ろ
う
か
。
翁
の
墓
前
で
静
か
に
頭
を
垂
れ
て
聞
い
て

み
た
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※

　
Ｊ
屈
屋
将
軍
〃
の
異
名
を
と
る

　
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
、
し
ば
ら
く
大
阪
で
暮
ら
し
た
後
、
別
府
へ

や
っ
て
来
た
油
屋
翁
は
四
九
歳
。
す
で
に
頭
が
禿
げ
あ
が
り
、
丸
っ
こ

い
顔
に
短
身
（
五
尺
二
寸
、
一
五
七
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
）
、
体
重
七
〇
キ

ロ
の
ず
ん
ぐ
り
し
た
身
な
が
ら
、
全
身
に
才
気
煥
発
さ
と
人
情
味
の
豊

か
さ
が
漂
っ
て
い
た
。
こ
の
翁
の
過
去
に
は
、
途
方
も
な
い
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
物
語
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
は
、
翁
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
横
顔
）
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
（
来
歴
を
証
す
る
原
典
は
ほ

と
ん
ど
遺
さ
れ
て
い
な
い
）
。
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文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
月
十
六
日
、
愛
媛
県
宇
和
島
村
横
新
（
現

宇
和
島
市
横
新
町
）
で
父
正
輔
、
母
ト
モ
の
間
に
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
家
業
は
米
問
屋
、
江
戸
時
代
は
油
問
屋
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
「
油
屋
」
を
明
治
に
な
っ
て
姓
に
し
た
、
と
い
う
。

　
若
い
頃
か
ら
評
判
の
働
き
者
で
あ
っ
た
。
二
六
歳
の
青
年
に
な
り
、

伊
橡
宇
和
島
藩
（
伊
達
分
家
、
十
万
石
）
の
お
側
用
人
（
戸
田
義
成
）

の
娘
ユ
キ
を
娶
っ
た
。
翌
二
七
歳
、
町
村
制
施
行
（
明
治
二
二
年
四
月
）

時
の
町
会
議
員
と
な
る
。
だ
が
熊
八
に
と
っ
て
、
四
国
辺
境
の
天
地
は

あ
ま
り
に
狭
く
、
三
〇
歳
で
勇
躍
、
大
阪
（
堂
島
）
に
油
て
米
相
場
師

と
な
る
。

　
こ
の
業
界
の
常
と
し
て
、
一
夜
に
し
て
巨
万
の
富
（
当
時
の
金
で

六
十
万
円
ほ
ど
、
現
在
の
何
億
円
か
）
を
握
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国

に
ゴ
朋
屋
将
軍
〃
の
名
が
響
き
渡
っ
た
。
「
今
に
見
て
お
れ
！
俺
だ
っ

て
三
井
∴
二
菱
の
よ
う
に
な
っ
た
る
ぜ
」
と
意
気
軒
昂
。
だ
が
満
月
は

い
つ
か
は
欠
け
、
騏
る
平
家
は
久
し
か
ら
ず
…
…
。
日
清
戦
争
後
の
株

の
大
暴
落
で
、
彼
は
「
無
一
文
」
と
な
り
、
再
起
を
期
し
て
新
天
地
、

ア
メ
リ
カ
ヘ
単
身
向
か
う
。

　
ア
メ
リ
カ
で
の
経
歴
は
必
ず
し
も
定
か
で
な
い
。
ホ
テ
ル
に
住
み
こ

み
皿
洗
い
か
ら
、
牧
場
の
手
伝
い
な
ど
。
北
は
カ
ナ
ダ
、
南
は
メ
キ
シ

コ
ま
で
流
浪
の
旅
を
重
ね
な
が
ら
、
何
で
も
手
当
た
り
次
第
や
っ
た
よ

う
だ
。
日
本
に
な
い
何
か
を
探
し
、
何
か
を
身
に
付
け
よ
う
と
し
て
ー
。

　
だ
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
（
新
教
）
　
へ
の
洗
礼
が
彼
の
人
生
観
を
大
き

く
変
え
る
。
そ
の
契
機
を
資
料
（
伝
説
・
小
説
）
か
ら
探
っ
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
－
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
三
月
春
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊

外
で
の
こ
と
。
空
腹
と
疲
労
で
行
き
倒
れ
、
大
岩
の
影
で
寝
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
何
時
間
ぐ
ら
い
眠
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
あ
な
た
…
…
あ
な

た
…
…
日
本
の
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
。
夢
う
つ
つ
の
中
で
、
熊
八

は
目
を
パ
チ
ツ
と
開
い
た
。
「
久
し
ぶ
り
の
日
本
語
だ
。
や
は
り
母
国

の
言
葉
は
な
つ
か
し
い
…
…
」
。
声
を
か
け
た
の
は
、
三
谷
と
い
う
名

の
日
系
人
の
牧
師
。
周
囲
を
見
れ
ば
岩
に
は
大
き
な
十
字
が
彫
り
こ
ま

れ
、
奥
の
森
の
中
に
は
教
会
が
建
っ
て
い
た
。

　
こ
の
教
会
で
暫
く
静
養
す
る
。
ど
う
や
ら
元
気
に
な
る
と
、
牧
師
は

静
か
に
説
教
す
る
の
で
あ
っ
た
。

　
「
わ
れ
ら
の
主
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
我
々
地
上
に
生
き
る
人

　
間
を
ひ
と
し
く
旅
人
と
し
て
遇
し
…
…
ま
た
、
こ
の
旅
人
を
ね
ん
ご

　
ろ
に
も
て
な
せ
と
も
諭
さ
れ
ま
し
た
。
…
…
飢
え
て
い
る
人
に
は
食

　
物
を
、
渇
し
て
い
る
人
に
は
飲
物
を
、
裸
の
人
に
は
衣
服
を
、
病
め

　
る
人
に
は
薬
を
…
…
、
左
の
頬
を
打
た
れ
れ
ば
右
の
頬
を
差
し
出
し

　
な
さ
い
…
…
」

　
こ
こ
で
エ
ジ
プ
ト
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
を
め
ぐ
る
人
類
の
古
代
史
を
回

顧
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
今
か
ら
、
ざ
っ
と
三
千
数
百
年
の
昔
（
紀
元
前
一
四
世
紀
頃
）
、
イ
ス
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ラ
エ
ル
民
族
の
祖
ヤ
コ
ブ
と
そ
の
後
裔
回
一
の
部
族
（
古
代
ユ
ダ
ヤ
人
）

は
、
指
導
者
モ
ー
セ
に
率
い
ら
れ
苦
難
の
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
、
新
天

地
を
探
す
途
中
、
シ
ナ
イ
山
の
地
で
ヤ
ハ
ウ
エ
神
か
ら
授
か
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
の
が
「
モ
ー
セ
十
戒
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
倫
の
基
本
に
反

す
る
殺
人
、
姦
淫
、
窃
盗
、
貧
欲
な
ど
を
厳
禁
し
、
併
せ
て
信
仰
（
宗

教
規
範
）
と
し
て
「
我
は
汝
ら
の
神
、
唯
一
つ
に
し
て
全
能
な
り
。
我

以
外
の
如
何
な
る
神
も
信
ず
べ
か
ら
ず
」
（
「
旧
約
聖
書
」
脱
エ
ジ
プ
ト

記
）
と
啓
示
し
、
こ
こ
に
不
寛
容
の
絶
対
神
を
宣
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
モ
ー
セ
の
戒
律
を
基
礎
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
苦
役
の
同
胞
の
た

め
に
楽
園
「
神
の
国
」
を
地
上
に
も
た
ら
す
と
す
る
メ
シ
ア
（
救
世
主
）

の
来
臨
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
の
が
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
民
俗
の
原
信
仰
、
即

ち
「
ユ
ダ
ヤ
教
」
の
起
源
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
荒
野
に
拓
い
た
ヘ
ブ
ラ

イ
王
国
も
千
年
の
間
に
南
北
に
分
列
し
て
亡
び
、
バ
ビ
ロ
ン
の
地
（
現

イ
ラ
ク
中
部
）
に
捕
囚
と
し
て
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
、
の
ち
再
び
「
神

の
国
」
を
も
と
め
て
世
界
各
地
に
流
浪
の
旅
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
開
祖
イ
エ
ス
が
人
類
の
歴
史
に
登
場
す
る
の
は
、
こ

の
直
後
で
あ
っ
た
。

　
北
パ
レ
ス
チ
ナ
（
ナ
ザ
レ
の
地
）
で
大
エ
ョ
セ
フ
と
そ
の
妻
マ
リ
ア

（
聖
母
）
と
の
間
に
生
れ
、
三
十
歳
頃
家
を
出
て
ョ
ル
ダ
ン
川
で
ョ
ハ

ネ
か
ら
洗
礼
を
受
け
、
神
の
国
の
来
臨
の
近
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
て
。

ダ
ヤ
民
族
の
悔
改
を
迫
っ
た
。
神
は
慈
悲
深
い
父
で
、
人
間
は
皆
同
胞

と
し
て
相
愛
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
一
切
の
偽
善
を
拝
し
、
正
義
と
愛

と
の
徹
底
を
期
し
た
。
「
汝
の
敵
（
異
教
徒
）
を
愛
し
、
迫
害
す
る
者

の
た
め
に
折
れ
！
・
」
と
喝
破
し
て
寛
容
の
精
神
を
説
く
（
「
新
約
聖
書
」

全
二
七
巻
マ
タ
イ
伝
）
。

　
こ
の
よ
う
に
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
は
、
も
と
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト

教
の
発
祥
の
地
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
六
世
紀
に
な
っ
て
（
六
一
〇
～

六
三
〇
年
頃
）
、
当
地
で
マ
ホ
メ
ッ
ト
（
ア
ラ
ビ
ヤ
の
メ
ッ
カ
で
生
れ

る
）
が
創
め
た
イ
ス
ラ
ム
教
が
ア
ラ
ビ
ア
民
族
を
主
に
信
仰
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
聖
地
と
な
っ
た
。
爾
来
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
教
と
民
族
を
異
に

す
る
三
者
が
三
つ
巴
と
な
っ
て
三
千
年
の
紛
争
と
戦
争
の
歴
史
を
ひ
き

ず
り
、
二
Ｉ
世
紀
の
今
日
ま
で
争
い
続
け
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
　
※

　
脇
道
に
そ
れ
た
の
で
課
題
を
急
ご
う
。

　
三
谷
牧
師
は
、
熊
八
に
向
い
「
あ
な
た
、
日
本
に
帰
り
な
さ
い
。
奥

さ
ん
と
子
供
、
友
人
の
処
に
…
…
」
。
こ
う
し
て
帰
国
の
手
続
き
を
し

て
く
れ
、
そ
っ
と
乗
船
券
を
握
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
熊
八
は
、
一
刻

も
肌
身
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
と
い
う
百
ド
ル
紙
幣
を
取
り
出
し
て
言
っ

た
。
「
牧
師
さ
ん
、
私
に
こ
の
金
は
も
う
不
要
で
す
。
ど
う
か
私
の
よ

う
に
困
っ
て
い
る
人
に
差
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
た
い
へ
ん
、
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
」
。

　
熊
八
が
乗
船
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
ル
号
が
シ
ス
コ
の
沖
合
に
出
た
と
き
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「
さ
よ
う
な
ら
、
ア
メ
リ
カ
。
私
の
心
に
す
ば
ら
し
い
種
を
播
い
て

く
れ
た
自
由
と
平
和
の
国
、
ア
メ
リ
カ
よ
。
も
う
二
度
必
ず
帰
っ
て

　
く
る
よ
…
…
」

と
心
の
中
で
叫
び
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
も
広
く
、
ど
こ
ま
で
も
紺
碧
の

空
に
訣
別
を
告
げ
た
。
土
産
品
は
何
一
つ
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

彼
の
心
は
満
た
さ
れ
て
い
た
。
心
身
に
ど
っ
し
り
す
る
ほ
ど
の
大
き
な

収
穫
が
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
も
う
二
度
、
天
に
向
っ
て
強
く

叫
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
「
神
は
今
に
至
る
も
働
き
給
う
　
我
も
ま
た
働
く
な
り
」

　
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※
。

　
明
治
三
〇
年
か
ら
三
年
間
、
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
帰
国
し
た
油
屋

は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
し
て
暮
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
取
り
あ
え
ず

妻
ユ
キ
と
娘
ヨ
シ
子
は
別
府
に
帰
し
、
自
ら
は
暫
く
身
の
振
り
方
を
考

え
る
こ
と
に
し
た
。

　
熊
八
は
、
当
時
ア
ジ
ア
の
新
興
国
、
日
本
の
歴
史
の
進
展
を
よ
み
取

る
眼
力
に
お
い
て
も
狂
い
は
な
か
っ
た
。
日
清
戦
争
後
、
中
国
大
陸
と

り
わ
け
旧
満
州
で
の
日
露
の
覇
権
争
い
で
戦
争
に
な
る
こ
と
を
予
感
し

た
。
そ
の
時
こ
そ
好
機
到
来
、
夢
の
実
現
を
と
捲
土
重
来
を
期
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
幼
少
期
、
海
に
生
れ
育
っ
た
彼
に
は
、
波
頭
逆
ま
く
株

の
世
界
で
し
か
泳
ぐ
術
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
世
に
「
三
つ
児
の
魂
百
ま
で
」
と
か
「
雀
百
ま
で
踊
り
忘
れ
ず
」
と

の
諺
が
あ
る

。
彼
は
再
び
大
阪
堂
島
の
町
を
彷
徨
し
は
じ
め
る
。
前
回

の
失
敗
に
懲
り
て
、
仕
手
は
万
事
消
極
的
、
慎
重
な
上
に
も
慎
重
に
運

　
　
　
　
　
て
じ
ま

び
「
手
仕
舞
い
」

に
か
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
裏
目
に
出
た
。

処
分
し
た
株
が
悉
く
高
騰
し
、
慌
て
て
反
転
し
て
買
い
戻
し
に
か
か
っ

た
が
後
の
祭
り
…
…
。
運
命
は
あ
ま
り
に
も
皮
肉
、
仕
手
神
に
見
離
さ

れ
た
。
明
治
三
九
～
四
〇
年
の
大
暴
落
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。

　
傷
心
の
身
を
ひ
き
ず
り
、
彼
は
妻
子
の
住
む
別
府
の
町
に
現
わ
れ

る
。
敷
居
は
あ
ま
り
に
も
高
か
っ
た
が
、
妻
子
は
暖
か
く
迎
え
て
く
れ

た
。
賢
明
な
ユ
キ
は
渡
米
時
に
渡
さ
れ
て
い
た
三
百
円
の
半
分
で
、
古

家
を
買
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
湯
治
宿
に
改
築
し
た
。
家
号
も
第
二
夫
人

の
亀
井
ア
イ
の
姓
を
と
り
「
亀
の
井
旅
館
」
と
し
た
と
い
わ
れ
る
。

明
治
四
四
年
、
滝
川
六
丁
目
裏
地
の

の
中
に
改
築
し
た
一
軒
家

は
、
一
階
八
畳
が
一
間
、
二
階
は
六
畳
二
問
で
あ
っ
た
と
い
う
。
温
泉

に
は
全
く
不
自
由
し
な
か
っ
た
が
、
困
っ
た
の
は
日
常
必
需
の
生
活
用

水
。
井
戸
を
掘
れ
ば
出
て
く
る
の
は
熱
湯
ば
か
り
ー
。
温
泉
を
冷
や
し

て
使
っ
た
、
と
か
。

　
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
、
待
望
の
上
水
道
が
敷
設
さ
れ
た
の
を
機

会
に
、
旅
館
を
近
代
風
の
洋
式
に
切
り
換
え
た
。
経
営
モ
ッ
ト
ー
は
、

言
わ
ず
と
知
れ
た
聖
句
の
、
あ
の
「
旅
人
を
ね
ん
ご
ろ
に
迎
え
よ
」
で

あ
る
。

　
新
聞
と
ラ
ジ
オ
の
普
及
で
、
世
は
ま
さ
に
宣
伝
時
代
。
同
十
四
年
に

は
「
山
は
富
士
、
海
は
瀬
戸
内
、
湯
は
別
府
」
の
標
柱
を
富
士
山
頂
に
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立
て
た
の
は
有
名
な
話
。
爾
来
、
奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
企
画
を
次
つ

ぎ
に
打
ち
出
し
、
観
光
温
泉
地
「
別
府
」
の
名
を
い
や
が
上
に
も
高
め

た
の
で
あ
る
。
そ
の
項
目
の
み
掲
げ
よ
う
。

　
　
流
川
通
り
延
長
・
拡
幅
　
別
府
宣
伝
協
会
の
設
立
　
ゴ
ル
フ
場
の

　
誘
致
　
日
曜
学
校
の
設
立
　
宝
塚
少
女
歌
劇
団
の
誘
致
　
花
火
大
会

　
大
阪
商
船
と
の
協
同
宣
伝
活
動
（
桟
橋
待
合
室
な
ど
）
　
奥
別
府
（
由

　
布
院
温
泉
・
九
重
高
原
な
ど
）
の
紹
介
　
鶴
見
園
・
ケ
ー
ー
ブ
ル
遊
園

　
地
の
誘
致
な
ど
、
な
ど

　
名
物
「
地
獄
め
ぐ
り
」
の
開
始
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

小
型
バ
ス
が
珍
し
い
頃
、
四
台
を
購
入
し
て
ガ
イ
ド
付
き
の
遊
覧
事
業

を
お
こ
す
。

　
「
三
食
付
で
月
給
は
二
十
円
。
う
ど
ん
一
杯
が
五
銭
の
時
代
で
し
た
。

　
当
時
、
か
な
り
の
高
給
取
り
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
女
性
に
職
場
が
限

　
ら
れ
て
い
た
の
で
ね
…
…
」

　
当
時
の
ガ
イ
ド
嬢
で
唯
丁
人
の
生
存
者
、
村
上
ア
ヤ
メ
さ
ん
（
現
在

九
三
歳
）
の
話
。
今
で
も
七
五
調
の
、
あ
の
名
調
子
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
竺
こ
こ
は
名
高
い
流
川
　
情
け
の
熱
い
湯
の
町
を
　
真
す
ぐ
に
通

　
る
大
通
り
　
旅
館
・
商
店
立
ち
並
び
　
夜
は
不
夜
城
で
ご
ざ
い
ま
Ｉ

　
す
（
ブ
ー
ブ
ー
）

　
ち
な
み
に
、
当
時
の
少
女
車
掌
の
服
装
と
い
え
ば
お
し
ゃ
れ
な
パ
ン

ツ
・
ル
ッ
ク
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
。
特
注
の
ス
カ
ー
ト
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
革

の
帽
子
と
い
う
超
モ
ダ
ン
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
若
い
娘
た
ち
の

憧
れ
の
的
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
そ
れ
が
空
を
飛
ぶ
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の

よ
う
に
、
で
あ
る
。

　
油
屋
翁
の
周
辺
に
は
常
時
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
も
い
う
べ
き
同
志
三

人
が
い
て
翁
の
諸
事
業
を
陰
に
陽
に
助
け
た
。
シ
テ
役
は
も
ち
ろ
ん

熊
八
、
ワ
キ
役
は
い
ち
早
く
宇
都
宮
則
綱
、
次
い
で
梅
田
凡
平
、
さ
ら

に
山
下
彬
麿
の
三
人
で
あ
る
。
資
料
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
横
顔
を
見

て
い
こ
う
（
大
分
合
同
新
聞
社
『
大
分
県
歴
史
人
物
事
典
』
平
成
八
年

刊
）
。

宇
都
宮
　
則
　
綱
（
明
治
二
二
年
～
昭
和
四
九
年
）

　
　
衆
議
院
議
員
、
鬼
山
ホ
テ
ル
の
創
業
者
。
速
見
郡
八
坂
村
（
現
杵

　
築
市
）
の
酒
造
家
に
生
ま
れ
た
。
県
立
農
学
校
（
当
時
、
別
府
石
垣

　
村
に
所
在
。
明
治
三
八
年
八
月
創
立
）
卒
業
、
朝
日
村
で
兄
が
経
営

　
す
る
酒
屋
を
引
き
継
ぐ
。
当
時
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

　
「
地
獄
」
に
着
目
し
、
ワ
ニ
の
養
殖
を
手
掛
け
て
珍
し
が
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
別
府
絞
り
の
店
を
出
し
た
り
、
東
京
で
フ
グ
店
や
雑
誌
社
を

　
営
む
な
ど
話
題
に
は
事
欠
か
な
い
。

　
　
油
屋
を
主
に
梅
田
凡
平
ら
と
「
別
府
宣
伝
協
会
」
を
設
立
し
、
全

　
国
に
別
府
を
売
り
出
す
。
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
別
府
市
会
議

　
員
に
当
選
し
議
長
に
も
な
り
、
昭
和
一
八
年
全
国
市
会
議
長
会
長
に

　
も
就
任
。
こ
の
間
、
同
一
〇
年
か
ら
県
会
議
員
を
一
期
勤
め
る
。
戦

　
後
の
昭
和
二
二
年
、
第
二
回
衆
院
選
に
民
主
党
か
ら
出
て
当
選
。
し

　
か
し
、
二
年
後
に
落
選
し
た
の
を
機
会
に
政
界
か
ら
退
き
、
鬼
山
ホ
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テ
ル
経
営
に
専
念
し
た
。

梅
　
田
　
凡
　
平
（
明
治
二
四
年
。
昭
和
四
年
）

　
　
京
都
府
出
身
。
病
弱
の
た
め
、
大
正
七
年
別
府
に
移
住
し
た
梅
田

　
は
、
油
屋
の
知
遇
を
得
て
宇
都
宮
ら
と
別
府
宣
伝
に
努
め
た
。
熊
八

　
ら
と
富
士
山
頂
に
標
識
を
立
て
た
話
は
有
名
。

　
　
こ
の
頃
、
モ
ー
ニ
ン
グ
を
着
て
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
（
ス
ペ
イ
ン
系
の

　
打
楽
器
）
を
鴫
ら
し
、
別
府
桟
橋
で
湯
治
客
を
歓
送
迎
す
る
姿
に
人

　
気
が
集
ま
る
。
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
「
別
府
お
伽
倶
楽
部
」
を

　
結
成
し
、
北
浜
の
協
会
で
「
日
曜
学
校
」
や
、
ま
た
「
笛
二
回
県
子

　
供
人
会
」
を
開
催
し
た
り
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
’

　
　
つ
づ
い
て
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
一
つ
一
つ
の
町
に
呼
び
か
け
、
大

　
阪
商
船
の
旅
客
船
を
借
り
切
り
、
子
供
ら
に
船
旅
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
自
ら
「
サ
ン
タ
」
に
扮
し
て
小
型
の
複
葉

　
水
上
磯
に
乗
り
込
み
、
別
府
の
上
空
を
一
周
し
て
着
水
。
鶴
水
園
広

　
場
に
待
つ
多
く
の
子
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ
て
ま
わ
り
、
「
別
府

　
の
ニ
コ
ニ
コ
お
じ
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
た
。
病
弱
の
た
め
、
油
屋
翁

　
よ
り
早
く
逝
去
し
た
（
昭
和
四
年
四
月
一
目
、
享
年
三
九
歳
）
。

山
　
下
　
彬
　
麿
（
明
治
十
八
年
～
昭
和
三
十
年
）

　
　
弁
護
士
、
作
詞
家
。
宇
佐
郡
出
身
。
旧
制
中
津
中
学
校
か
ら
一
高
・

　
東
大
法
科
卒
。
福
岡
で
開
業
す
る
が
、
家
族
が
病
弱
の
た
め
、
大

　
正
末
期
に
別
府
市
田
の
湯
に
移
住
。
文
芸
の
才
に
も
恵
ま
れ
、
余
技

　
に
自
作
の
民
謡
を
唄
う
の
が
自
慢
。
昭
和
初
期
、
油
屋
と
駝
懇
に
な

り
、
再
三
、
久
住
に
遊
ん
で
「
豊
後
追
分
」
（
別
名
、
九
重
高
原
の
歌
）

を
作
詞
す
る
。
自
信
を
得
て
、
泉
都
別
府
を
民
謡
で
売
り
出
そ
う
と

し
て
作
っ
た
の
が
「
瀬
戸
の
島
々
」
－

　
瀬
戸
の
島
々
波
々
越
え
て
　
豊
後
別
府
へ
は
る
ば
る
と

　
豊
後
別
府
は
東
洋
の
ナ
ポ
リ
　
今
じ
ゃ
世
界
の
湯
の
都

　
自
費
で
別
府
検
番
の
ぷ
昌
江
さ
ん
〃
を
連
れ
て
上
京
し
、
ビ
ク

タ
ー
・
レ
コ
ー
ド
で
録
音
し
て
売
り
出
す
。
ま
た
、
朝
鮮
・
満
州
ま

で
民
謡
の
旅
を
し
な
が
ら
、
別
府
宣
伝
に
努
め
た
。

　
一
方
、
「
別
府
文
化
協
会
」
を
設
立
し
て
県
内
外
の
文
化
人
を
集
め
、

亀
の
井
ホ
テ
ル
の
喫
茶
サ
ロ
ン
で
文
芸
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
た

（
こ
の
当
時
、
出
入
り
し
て
い
た
由
布
院
温
泉
の
旅
館
業
者
ら
論
客

が
、
戦
後
い
ち
早
く
「
町
お
こ
し
運
動
」
に
立
ち
上
が
っ
た
と
い
わ

れ
る
）
。
翁
が
黄
泉
の
国
へ

と
旅
立
っ
た
翌
昭
和
一
　
一

年
、
軍
靴
の
音
が
響
き
始

め
る
と
戦
時
下
を
達
観
し

た
の
か
、
泉
都
か
ら
千
年

の
文
化
と
歴
史
の
町
京
都

に
移
住
。
軍
歌
が
歌
わ
れ

始
め
る
や
「
民
謡
こ
そ
が

日
本
精
神
の
発
露
」
と
説

き
、
文
部
省
に
頼
ま
れ
て

｀へ

別府温泉宣伝協会のめんめんは、なん

と、富士登山をして広告の標柱を立て

た｡『山は富士､海は瀬戸内､湯は別府』

　　　　　(『ＢＡＨＡＮ』第８号より)
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「
国
民
歌
謡
の
在
り
方
」
を
講
義
し
た
こ
と
も
。
昭
和
三
〇
年
、
京

都
簡
易
裁
判
所
で
弁
綸
巾
に
倒
れ
た
。

　
晩
年
は
「
別
府
一
の
借
金
王
」
に
な
る

　
昭
和
六
年
（
一
九
三
回
、
全
国
大
掌
大
会
を
開
く
。
こ
の
頃
ま
で
、

ど
う
に
か
ホ
テ
ル
・
バ
ス
遊
覧
事
業
も
好
調
だ
っ
た
。
以
降
、
苦
難
の

幕
明
け
で
あ
る
。

　
経
営
が
苦
し
く
な
る
と
、
給
料
が
支
払
え
な
い
。
翁
は
涙
を
流
し

て
詫
び
、
現
金
の
代
わ
り
に
株
券
を
配
っ
た
こ
と
も
。
し
か
し
、
「
油

屋
さ
ん
と
い
う
人
は
仏
様
の
よ
う
な
人
で
、
悪
気
は
一
つ
も
な
い
。
み

ん
な
油
屋
さ
ん
の
た
め
な
ら
、
給
料
を
も
ら
わ
な
く
て
も
働
こ
う
」
と

言
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
別
府
の
観
光
事
業
の
た
め
な
ら
、
何
十
年
先
を
見
通
し
て
借
金
ま

で
し
て
尽
力
し
、
自
分
の
利
益
な
ど
全
く
考
え
な
か
っ
た
。
翁
自
ら
は

「
別
府
一
の
借
金
王
」
と
称
し
て
、
な
ん
ら
恥
じ
る
と
こ
ろ
は
無
か
っ

た
よ
う
だ
。

　
油
屋
翁
の
最
後
－
人
生
の
終
着
駅
で
あ
る
「
死
」
の
ド
ラ
マ
が
展
開

す
る
の
は
、
口
中
戦
争
（
一
九
三
七
年
七
月
七
日
北
支
事
変
～
）
が
始

ま
ろ
う
と
す
る
昭
和
一
〇
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
同
月
二
四
目
午
後
、
流
川
通
り
の
鶴
の
井
ホ
テ
ル
に
宿
泊
中
の
旧

友
を
訪
ね
た
折
、
脳
溢
血
で
倒
れ
て
数
日
間
、
意
識
不
明
と
な
る
。
同

二
七
日
、
旧
暦
二
三
日
の
小
潮
が
引
き
終
わ
る
早
朝
、
午
前
五
時
過
ぎ

の
こ
と
ー

　
　
「
お
父
さ
ん
…
…
、
お
父
さ
ん
。
何
の
夢
を
見
て
い
る
の
…
…
。

　
し
っ
か
り
し
て
よ
…
…
」

　
ユ
キ
夫
人
や
身
内
に
看
守
ら
れ
て
い
た
。
翁
が
こ
の
時
、
最
後
に
遺

し
た
も
の
は
た
だ
二
百
「
グ
ワ
ッ
ー
」
と
い
う
大
き
な
叫
び
声
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
禅
門
の
導
師
が
死
者
に
最
後
の
決
意

を
宣
告
す
る
引
導
の
「
喝
！
」
（
「
転
連
関
悟
」
の
仏
語
と
さ
れ
る
）
を

自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
る
か
の
よ
う
な
厳
し
い
Ｊ
胴
の
こ
ｙ
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
人
の
死
す
る
や
「
そ
の
言
よ
し
」
と
い
う
。

い
か
に
も
、
翁
ら
し
い
死
に
ざ
ま
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
宿
泊
客
に
文
人
墨
客
や
俳
人
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
か
、
晩
年
に
は

俳
句
を
た
し
な
ん
で
い
た
よ
う
だ
・
翁
の
辞
世
の
句
と
さ
れ
る
の
は
、

次
の
一
句
で
あ
っ
た
。

　
　
俺
も
ま
た
　
か
ぐ
や
姫
か
や
　
春
の
月

　
こ
の
句
は
俳
聖
、
松
尾
芭
蕉
（
ヱ
八
四
四
－
九
四
）
の
「
旅
に
病
ん

で
　
夢
は
枯
野
を
　
か
け
め
ぐ
る
」
に
比
す
べ
く
も
な
い
が
、
翁
が
お

の
れ
自
身
の
姿
を
「
か
ぐ
や
姫
」
に
擬
え
て
、
人
生
劇
場
の
晴
れ
舞
台

で
ド
ラ
マ
の
主
人
公
を
演
じ
て
き
た
と
実
感
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

は
そ
れ
で
俳
諧
の
道
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
博

学
で
人
格
も
高
潔
な
翁
の
、
面
目
躍
如
た
る
一
面
を
垣
間
見
る
思
い
が

す
る
の
で
あ
る
。
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周
知
の
よ
う
に
「
か
ぐ
や
姫
物
語
」
は
、
平
安
の
初
期
に
作
ら
れ

た
最
古
の
物
語
と
さ
れ
る
（
作
者
不
詳
）
。
そ
の
内
容
は
、
竹
取
の

翁
が
青
竹
の
中
か
ら
得
て
育
て
上
げ
た
の
が
絶
世
の
美
女
「
か
ぐ
や

姫
」
。
五
人
の
貴
公
子
の
熱
烈
な
求
愛
に
も
難
問
を
出
し
て
退
け
、
ま

た
時
の
帝
の
お
召
に
も
応
ぜ
ず
、
遂
に
八
月
十
五
目
の
満
月
の
夜
に

月
に
帰
っ
て
ゆ
く
と
い
う
空
想
夢
物
語
で
あ
る
。
二
Ｉ
世
紀
の
今

日
、
三
八
万
四
千
キ
ロ
の
彼
方
に
あ
る
月
面
に
人
間
が
宇
宙
船
に
乗
っ

て
着
陸
（
米
ア
ポ
ロ
Ｈ
号
、
昭
和
四
四
＝
一
九
六
九
年
七
月
二
〇
目
）

す
る
と
い
っ
た
科
学
万
能
の
世
の
中
、
こ
の
よ
う
な
夢
物
語
を
信
じ

る
、
か
つ
て
の
よ
う
な
文
学
好
き
の
少
年
：
少
女
は
少
々
く
な
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
翁
の
最
後
を
飾
る
「
葬
儀
」
も
ま
た
、
彼
の
生
涯
に
ふ
さ
わ
し
く
豪

勢
、
だ
が
清
楚
な
も
の
で
あ
っ
た
。
桜
花
爛
漫
の
昭
和
一
〇
年
四
月
六

日
午
後
二
時
、
別
府
市
公
会
堂
（
現
市
中
央
公
民
館
）
で
キ
リ
ス
ト
教

式
に
よ
り
執
り
行
な
わ
れ
た
。

　
葬
儀
委
員
長
は
宇
都
宮
則
綱
。
県
下
の
知
名
士
で
満
堂
の
な
か
、
ま

ず
聖
歌
合
唱
・
聖
書
朗
読
・
祈
祷
と
す
す
み
、
友
人
代
表
で
委
員
の
山

下
彬
麿
が
来
歴
を
読
み
上
げ
、
委
員
長
の
宇
都
宮
則
綱
が
弔
電
披
露
。

外
国
か
ら
の
Ｉ
〇
八
通
を
含
ん
で
全
部
で
千
五
百
余
通
を
「
声
を
か
ら

し
て
機
関
銃
の
よ
う
な
勢
い
で
読
み
上
げ
た
」
。

　
参
列
者
の
間
で
語
り
継
が
れ
た
挿
話
と
し
て
、
出
棺
の
祈
に
山
下
弁

護
士
が
自
ら
タ
ク
ト
を
振
り
指
揮
し
た
と
い
う
民
謡
「
豊
後
追
分
」
が

愛
好
者
の
間
で
唄
わ
れ
、
最
後
の
訣
れ
を
惜
し
ん
だ
と
い
わ
れ
る
（
享

年
七
三
歳
）
。

　
　
九
重
大
船
　
朝
日
に
映
え
て

　
　
　
　
　
　
駒
は
い
な
な
く
　
草
千
里
く

　
　
前
に
高
崎
　
後
に
鶴
見

　
　
　
　
　
　
由
布
は
見
え
ぬ
か
　
湯
の
け
む
り
く

　
　
久
住
高
原
　
す
す
き
に
暮
れ
て

　
　
　
　
　
　
阿
蘇
の
頂
き
　
雲
沈
む
く

　
翁
の
か
つ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
演
技
者
）
た
ち
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
す
で
に
鬼
籍
に
入
っ
て
い
る
。
油
屋
熊
八
翁
を
隊
長
と
す
る
別
府
観

光
の
先
覚
者
（
爆
弾
）
三
勇
士
、
な
ら
ぬ
「
油
屋
隊
四
勇
士
」
の
面
々

は
、
天
国
に
あ
っ
て
何
を
感
じ
、
現
世
の
世
相
を
ど
う
批
判
し
、
翁
に

つ
づ
く
別
府
再
興
の
「
町
お
こ
し
」
若
者
部
隊
の
奮
闘
振
り
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
散
る
桜
　
残
る
桜
も
　
散
る
桜

　
第
二
次
大
戦
で
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
特
攻
隊
が
何
百
人
と
な
く
、

次
々
に
戦
死
し
て
い
っ
た
。
「
詠
（
み
）
人
知
ら
ず
」
の
こ
の
句
は
、

戦
前
に
あ
っ
て
も
「
松
島
や
　
あ
ゝ
松
島
や
　
松
島
や
」
と
同
様
に

人
口
に
謄
戻
し
て
い
た
。
翁
も
ま
た
参
列
者
に
、
別
府
発
展
の
た
め
に

「
俺
に
つ
づ
け
！
」
と
ば
か
り
散
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
黄
泉

の
国
の
桜
花
の
下
で
、
四
勇
士
は
楽
し
く
語
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
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※

畑迫沙奈恵さん

※
　
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
　
「
油
屋
翁
の
墓
参
ツ
ア
ー
は
、
全
く

　
ヒ
ョ
ン
な
事
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
よ
」

　
（
ヒ
ョ
ン
の
語
源
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
－
「
広

　
辞
苑
」
）

　
今
（
平
成
１
５
年
）
か
ら
ざ
っ
と
一
三
年

ほ
ど
前
、
別
府
市
内
の
不
動
産
会
社
に
勤
め
て
い
た
大
沢
（
旧
姓
畑

追
）
沙
令
息
さ
ん
は
、
仕
事
と
の
関
連
か
ら
別
府
観
光
の
低
迷
振
り
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
た
。
何
と
か
、
せ
ね
ば
と
…
…

　
彼
女
は
生
来
、
読
書
が
大
好
き
。
朝
は
新
聞
に
始
ま
り
、
夜
は
寝
る

間
も
惜
し
ん
で
読
書
し
た
。
食
物
が
生
命
の
源
泉
な
ら
、
読
書
は
知
識

欲
を
満
た
す
栄
養
剤
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
本
を
手
に
し

た
。
戦
前
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
も
関
心
を
抱
き
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
関

す
る
著
作
を
手
当
た
り
次
第
に
読
破
も
し
た
、
と
い
う
。

　
一
番
関
心
を
懐
い
た
人
物
が
ジ
ョ
セ
フ
・
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
（
一
八
九
七

～
一
九
四
五
）
。
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
宰
相
の
片
腕
と
い
わ
れ
、
一
九
三
三
年

以
降
「
宣
伝
相
」
を
動
め
た
。
ベ
ル
リ
ン
陥
落
の
直
前
、
地
下
壕
で
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
に
殉
じ
て
家
族
も
ろ
と
も
自
殺
し
た
。
「
宣
伝
メ
デ
ィ
ア
の
パ

イ
オ
ニ
ア
（
先
駆
者
）
」
と
称
さ
れ
た
彼
が
、
友
人
に
当
て
た
手
紙
の

一
節
が
妙
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　
　
「
自
分
が
生
ま
れ
た
町
の
歴
史
、
文
化
を
知
る
事
が
社
会
参
加
の

　
第
一
歩
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
者
は
、
つ
ま
ら
ぬ
人
生
を
送
る
で
あ
ろ

　
う
」

　
瞬
間
、
私
（
大
沢
さ
ん
）
は
ハ
ッ
と
し
た
。
何
故
な
ら
、
生
ま
れ

故
郷
の
別
府
の
町
を
考
え
た
こ
と
も
な
く
、
全
く
興
味
を
抱
か
な
か
っ

た
か
ら
。
そ
の
時
、
偶
然
わ
が
家
に
あ
っ
た
子
供
向
き
の
『
大
分
の
先

人
た
ち
』
の
本
で
、
別
府
を
世
界
一
の
温
泉
都
市
に
育
て
上
げ
た
油
屋

熊
八
翁
の
存
在
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
故
人
の
翁
と
の
最
初
の

出
会
い
で
あ
っ
た
（
オ
ム
ニ
バ
ス
・
エ
ッ
セ
イ
「
さ
れ
ど
、
わ
れ
ら
が

…
…
」
第
２
７
号
よ
り
）
。

　
　
「
是
非
と
も
、
油
屋
翁
の
お
墓
に
掌
を
合
わ
せ
た
い
。
再
び
別
府

　
を
盛
り
上
げ
な
チ
ャ
ン
ス
に
で
も
な
れ
ば
ー
」

と
、
緑
の
あ
る
人
た
ち
に
聴
い
て
み
た
が
、
一
向
に
手
懸
か
り
が
つ
か

め
な
い
。
フ
ッ
と
思
い
付
い
た
の
は
、
翁
の
出
身
地
、
宇
和
島
市
観
光

協
会
に
連
絡
し
て
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
協
会
の
協
力

で
市
内
の
「
売
国
寺
」
に
お
墓
が
あ
る
と
判
っ
た
。
そ
の
場
で
宇
和
島

へ
走
っ
た
大
沢
さ
ん
は
、
墓
前
に
立
っ
て
唖
然
と
し
た
。
墓
石
に
は
苔

が
生
え
、
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
仕
来
。
「
こ
れ
が
、
か
つ
て
の
油

屋
翁
の
墓
か
」
と
目
を
疑
っ
た
、
と
い
う
。
早
速
、
光
国
寺
の
住
職
・

今
野
禅
庭
師
に
聞
い
て
み
た
。

　
　
「
亡
く
な
っ
て
五
十
年
以
上
に
な
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
別
府
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か
ら
誰
丁
人
と
し
て
墓
参
り
に
来
な
い
。
こ
れ
は
一
体
、
ど
う
し
た

　
こ
と
か
…
…
」

　
翌
平
成
四
年
、
別
府
郷
土
史
ク
ラ
ブ
（
約
三
〇
名
）
の
事
務
局
を

し
て
い
た
実
家
の
母
、
平
松
つ
ゆ
子
さ
ん
に
相
談
し
て
結
成
し
た
の
が

〈
油
屋
熊
八
翁
を
偲
ぶ
会
〉
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
墓
参
ツ
ア
ー
が
実

現
し
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　
毎
年
五
月
、
翁
を
偲
ぶ
バ
ス
旅
行
（
日
帰
り
、
又
は
一
泊
）
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
複
雑
な
想
い
を
抱
い
て
参
加
す
る
。

　
昨
年
（
平
成
一
四
年
五
月
）
の
ツ
ア
ー
の
こ
と
。
八
幡
浜
へ
の
フ
ェ

リ
’
‐
‘
の
中
で
「
本
当
に
久
し
振
り
に
油
屋
社
長
さ
ん
に
冷
え
る
」
と
声

を
弾
ま
せ
て
い
る
の
は
村
上
ア
ヤ
メ
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
の
中

で
唯
一
人
、
生
前
の
翁
と
言
葉
を
交
わ
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
往

年
の
バ
ス
ガ
イ
ド
嬢
も
、
当
年
と
っ
て
九
十
三
歳
。
こ
れ
ま
で
も
ガ
イ

ド
の
実
演
に
、
ま
た
お
座
敷
や
集
会
に
招
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
、
と

か
。

　
「
祖
先
を
敬
う
の
と
同
じ
気
持
ち
で
参
加
し
て
い
る
」
と
話
す
の
は
、

元
亀
の
井
ホ
テ
ル
の
支
配
人
（
総
務
部
長
）
の
手
島
誠
一
さ
ん
。
「
油

屋
翁
の
霊
前
に
謝
意
を
表
し
、
併
せ
て
報
恩
の
情
を
市
民
に
一
人
で
も

多
く
浸
透
さ
せ
た
い
」
と
語
る
の
は
、
元
別
府
商
工
会
議
所
専
務
理
事

の
末
田
睦
人
さ
ん
。

　
「
バ
ス
に
乗
っ
た
ら
喋
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
」
と
喋
る
の
は
、

亀
の
井
バ
ス
現
役
の
ガ
イ
ド
、
小
野
涼
子
さ
ん
。
「
今
日
は
ア
ン
タ
は

お
客
さ
ん
。
ガ
イ
ド
せ
ん
で
も
い
い
」
と
言
わ
れ
た
が
、
私
服
の
ま
ま

で
熟
練
し
た
ガ
イ
ド
振
り
を
披
露
し
て
乗
客
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
た
。

「
彼
女
に
も
、
往
年
の
油
屋
翁
の
遺
志
（
魂
）
が
宿
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
」
と
は
、
平
松
さ
ん
。

　
現
地
の
宇
和
島
で
は
、
市
観
光
協
会
の
職
員
が
出
迎
え
、
地
元
の
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
が
取
材
に
殺
到
し
た
。
一
方
、
参
加
者
の
中
に
は
法
被

姿
で
街
頭
に
立
ち
、
竹
鈴
や
パ
ン
フ
を
配
布
す
る
人
も
い
て
、
さ
す
が

に
別
府
宣
伝
に
余
念
が
な
い
。
「
別
府
市
民
が
こ
う
し
て
毎
年
来
て
く

れ
る
こ
と
で
、
熊
八
翁
に
対
す
る
市
民
（
宇
和
島
）
の
認
識
も
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
、
こ
れ
は
宇
和
島
市
観
光
協
会
の
清
家
事
務
長
。

現
在
で
は
、
同
協
会
が
「
翁
の
墓
守
」
を
定
期
的
に
し
て
下
さ
っ
て
い

る
、
と
い
う
。

　
「
今
こ
そ
熊
八
翁
が
夢
に
描
い
た
温
泉
観
光
都
市
、
別
府
の
風
光
明

　
媚
さ
を
想
い
起
こ
し
、
原
点
に
立
ち
返
る
時
期
が
米
て
い
る
の
で

　
は
な
い
か
。
観
光
事
業
に
携
わ
る
人
た
ち
や
市
民
、
行
政
が
一
体
と

　
な
っ
て
別
府
観
光
の
浮
揚
、
復
興
を
実
現
さ
せ
た
い
」

と
熱
心
に
語
る
の
は
内
田
有
彦
会
長
（
市
議
）
。
「
十
余
年
前
か
ら
、
ほ

そ
ぼ
そ
と
続
け
て
き
た
ツ
ァ
ー
だ
っ
た
が
、
地
道
な
活
動
が
ど
う
や
ら

実
を
結
ん
だ
。
愛
媛
県
で
も
無
名
に
近
か
っ
た
油
屋
翁
の
名
が
全
県
に

広
ま
っ
た
の
で
は
…
…
」
と
、
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
大
沢
さ
ん
の
実
感

で
あ
る
。
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「
油
屋
翁
の
功
績
を
市
民
や
観
光
客
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

　
に
、
翁
の
遺
品
や
写
真
、
秘
話
を
知
る
人
の
諸
資
料
を
展
示
す
る
油

　
屋
翁
記
念
館
（
記
念
ホ
ー
ル
）
を
、
こ
の
際
、
是
非
と
も
建
設
し
た
い
」

　
　
「
資
金
集
め
は
た
い
へ
ん
だ
が
、
別
府
史
談
会
や
別
府
ど
ん
ぐ
り

　
倶
楽
部
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
柳
井
会
長
、
会
員
約
百
名
）
、
市

　
老
連
な
ど
の
諸
団
体
、
も
ち
ろ
ん
別
府
市
や
市
観
光
協
会
、
観
光
業

　
各
団
体
な
ど
広
く
市
民
の
協
賛
を
得
て
、
私
の
生
涯
を
か
け
て
実
現

　
し
た
い
の
で
す
。
何
ぶ
ん
の
ご
協
力
を
…
…
」

と
熱
っ
ぽ
く
訴
え
る
と
き
、
事
務
局
長
・
平
松
つ
ゆ
子
さ
ん
の
瞳
は
ま

す
ま
す
輝
き
を
増
す
の
で
あ
る
。

　
（
後
記
）
別
府
温
泉
町
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
広
く
活
躍
し
て
い
る

「
油
屋
翁
を
偲
ぶ
会
」
（
会
員
三
百
二
〇
名
）
　
の
紹
介
記
事
を
、
事
務
局

長
の
平
松
つ
ゆ
子
さ
ん
に
依
頼
し
た
。
数
日
後
、
当
史
談
会
で
執
筆
し

て
欲
し
い
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
当
方
編
集
部
（
大
野
）
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
油
屋
翁
の
生
涯
に
つ
い
て
は
小
説
・
伝
記
の
類
で
大
方
は
知
ら
れ

て
い
る
が
、
実
証
的
な
史
料
は
乏
し
く
、
正
直
な
と
こ
ろ
思
案
投
げ
首

で
あ
っ
た
。
結
局
、
歴
史
的
事
実
の
大
枠
の
中
で
当
ら
ず
障
ら
ず
、
在

り
来
り
の
も
の
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
会
員
各
位
の
ご
海
容
を
願
い
た

ｘ
ｌ
ｏ

し

後
半
の
「
毎
年
、
宇
和
島
へ
墓
参
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
分
合

同
新
聞
に
昨
年
（
二
〇
〇
二
年
五
月
中
旬
）
「
油
屋
翁
墓
参
ツ
ァ
ー
同

行
記
」
（
上
・
中
・
下
）
が
連
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
本
社
（
文

芸
部
）
と
別
府
支
局
の
了
承
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
同
行
記
に
基
づ
い

て
記
述
し
た
。
同
新
聞
社
の
ご
厚
情
に
対
し
て
深
謝
し
た
い
。
ま
た
、

平
松
局
長
他
関
係
者
に
も
迷
惑
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
配
慮
し
て
書
い
た
積

り
で
あ
る
が
不
適
切
、
間
違
い
・
誤
解
な
ど
あ
れ
ば
同
寛
容
を
切
に
お

願
い
し
た
い
。

　
な
お
、
参
考
（
引
用
）
資
料
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
ふ
八
分
合
同
新
聞
社
（
是
永
勉
）
『
別
府
今
昔
』
（
昭
和
四
一
年
）

　
・
『
別
府
市
誌
』
（
昭
和
四
八
年
・
同
六
十
年
版
）

　
・
大
分
合
同
新
聞
社
『
大
分
県
歴
史
人
物
事
典
』

　
∴
村
上
秀
夫
『
小
説
油
屋
熊
八
』
（
昭
和
五
九
年
）

　
・
岩
藤
み
の
ぶ
『
甦
れ
！
熊
八
た
ち
』
（
一
九
九
九
年
）

　
・
宇
都
宮
則
綱
『
回
顧
七
十
年
（
自
叙
伝
）
』

　
・
井
上
信
幸
「
油
屋
熊
八
」
（
『
大
分
学
・
大
分
楽
』
二
〇
〇
三
年
）

　
・
Ｂ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｎ
『
油
屋
熊
八
と
別
府
』
（
第
８
号
）

　
：
大
分
県
編
『
大
分
県
史
』
（
第
一
八
巻
「
近
代
編
４
」
）

　
・
『
市
報
べ
っ
ぷ
』
　
一
九
九
六
年
八
月
号
～
一
九
九
九
年
六
月
号

　
・
藤
崎
英
彦
「
別
府
観
光
振
興
の
先
駆
者
油
屋
熊
八
」

　
・
大
分
合
同
新
聞
社
（
別
府
市
版
）
　
朝
日
新
聞
（
大
分
版
）
な
ど

　
・
村
上
重
良
『
日
本
京
教
事
典
』
中
「
近
世
の
宗
教
－
キ
リ
ス
ト
教

　
　
の
伝
来
、
キ
リ
シ
タ
ン
」
講
談
社
学
術
文
庫
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持参した水で墓石を清める村上アヤメさん(右)

　　　　　(『大分合同新聞社』転載)

宇和島市の光国寺本堂での法要。焼香する参加者

　　　　(左は事務局長平松つゆ子さん)

－88－

・
西
日
本
新
聞
社

　
　
「
熊
八
精
神
」

・
そ
の
他

『
別
府
歴
史
散
歩
泉
都
有
情
』

は
ど
こ
へ
　
（
平
成
五
年
）


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12

